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宅配事業 店舗事業 福祉事業

共済事業
夕食宅配
モーニングコープ
買物支援
住まい 葬祭

コープあいちの事業

＜2022年度事業概況＞
事業高 ： ６４２億６千万円
組合員数 ： ５４万５６２３人
出資金 ： ９７億６千万円

毎週約２０万人の組合員
にカタログを配布、配達

愛知県内１６店舗展開
訪問介護・居宅介護を
中心に展開



組合員から出される意見（輸入食品）

牛肉のホルモン剤
に対する不安

外国の肉や野菜の
使用に対する不安

鮭やサーモンの養
殖時に使用される
薬品に対する不安

（一部の組合員に根強く残る）

中国製品に対する不信感



輸入食品への考え方①

日本の食料自給率は低く、最近では世界の食糧事情はさらに厳しいものと
なっており、原料を特定の国に限定する（または、特定の国を避ける）ことは
困難。

食品の安全性については、国内に流通するものは、どの国で作られたもので
あれ、日本の食品衛生法の管理の下で流通することになり、国産のものと比
べても安全性で劣ることはない。

国内では調達できない農産物、輸入品でしか手配できない季節など、輸入食
品に頼らざるを得ないのが現状。

日本の食料自給率

38％
（カロリーベース）

生協で取り扱うものは、
日本の商社などが現地
を指導し日本向けに作

られたもの



国内の農産物をしっかり取り扱うことで生産者を守りつつ、輸入
食品を上手に取り扱うことで組合員のくらしを守ることも必要と
考えています。

輸入食品への考え方②

一方でそれにこだわった場合、すべての人が安全で栄養バランスの整ったおいしい
食品を手に入れることは不可能。輸入食品については、排除するほど食の安全上の
リスクがあるわけでもありません。

生鮮品・加工品ともに、国内の食品を扱うことは国内の生産者・メーカーを守る上で
重要かつ優先課題。



組合員への案内方法①
カタログ及びWebサイトでの輸入食品の考え方を案内



Webサイトを活用し、
商品の原材料や産地を
開示し、購入の際の情
報を提供しています。

組合員への案内方法②



ご清聴ありがとうございました。


